
02　天塩中学校体育大会
03　暮らしのお知らせ
04　マチの伝言板
06　運動教室通信
07　スマホでゲット！
　　　スタンプラリーのお知らせ
08　町民カレンダー

09　病院だより
10　こんにちは

地域包括支援センターです
11　マチの話題
13　ホーマー市から

青少年訪問団がやってきた！
14　ひとのうごき 高台牧場入牧【5月 22日】

今月の内容

７
2025
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ケガに
気を付けて……

5
31

五色綱引き

勝負の行方は！？全校リレー

客席を巻き込め！借り物借り人競走
紅白玉入れ

紅白ソリレー

先生チームも大暴れ！？

部活対抗リレー

もうケガ
してるわ！
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役場から
お知らせします！

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
０
２
６

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
︕

企
画
商
工
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
７
２
９

タ
イ
ミ
ー
と
の
広
域
連
携
協
定

　

今
年
度
も
町
民
プ
ー
ル
︵
天
塩
高
校

プ
ー
ル
︶
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
︒

︽
期
間
︾
７
月
１
日
︵
火
︶
～
９
月
15

日
︵
月
祝
︶
※
閉
鎖
日
は
左
の
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

︽
開
放
時
間
︾
基
本
的
に
は
︑
７
・
８
月

は
９
時
～
19
時
︑
９
月
は
９
時
～
18
時

︵
概
ね
日
没
ま
で
︶
で
す
︒

︽
使
用
料
︾
全
年
齢
無
料

※
水
温
22
度
・
室
温
23
度
未
満
の
時
は

閉
鎖
し
ま
す
︵
11
丁
目
バ
ス
停
前
に
赤

旗
が
上
が
り
ま
す
︶︒

■
西
天
北
５
町
と
株
式
会
社
タ
イ
ミ
ー

は
広
域
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

中
川
町
︑天
塩
町
︑遠
別
町
︑幌
延
町
︑

豊
富
町
か
ら
な
る
西
天
北
５
町
は
６
月

２
日
︑
ス
キ
マ
バ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
﹁
タ

イ
ミ
ー
﹂
を
提
供
す
る
株
式
会
社
タ
イ

ミ
ー
と
の
広
域
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
︒

《日時》　7 月 24 日（木）13 時 30 分から
《場所》　天塩町役場　3 階　大会議室
《対象》　天塩町内の企業・法人・事業所
《申込》　7 月 17 日（木）までに、
　　　　企画商工課まちづくり推進係まで
　　　　お申し込みください。

※会場参加のほか、オンラインでの参加も可能です。

▲（左から）中川町石垣町長、天塩町吉田町長、株式会社タイミー山田北海道支社長、
遠別町國部町長、幌延町野々村町長、豊富町河田町長

《町民プール一般開放カレンダー》
日 月 火 水 木 金 土

7 / 1 2 3 4 5

6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9

2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6

2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 8 / 1 2

3 4 5 6 7 8 9

1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3

2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0

3 1 9 / 1 2 3 4 5 6

7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3

1 4 1 5

学校の授業でプールを使用する日です。
小学校授業の日は 9:00 ～ 12:00 の間、中学校授業の日
は 12:00 ～ 15:30 の間、一般の方はご利用いただけませ
ん。詳しくは、町ホームページに掲載しているスケジュー
ルをご覧ください。

学校開放日

通常、7・8 月は 9:00 ～ 19:00、9 月は 9:00 ～ 18:00
の間オープンしています。ただし、照明設備がないため日
没時間にクローズすることがあります。

通常開放日

7 月 16 日は学校開放日および天塩厳島神社祭のため、
一般開放時間は 12:00 ～ 17:00 です。変則的な日

・7 月12・13 日は天塩川しじみまつりのためクローズします。
・7 月17 日は天塩厳島神社祭（本祭）のためクローズします。
・8 月 15・16 日はお盆休みのためクローズします。

閉 鎖 日※スケジュールは変更になる可能
性があります。

　

協
定
で
は
︑
双
方
の
資
源
を
生
か
し

た
事
業
に
協
同
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
︑
多
様
な
担
い
手
の
確
保
を
通
じ
た

広
域
で
の
経
済
活
性
化
推
進
を
目
的
と

す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
︒
今
後
は
両
者
が
連
携
し
︑
事
業
者

お
よ
び
働
き
手
の
皆
様
に
対
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

き
ま
す
︒

■
﹁
タ
イ
ミ
ー
﹂
と
は
︖

　

タ
イ
ミ
ー
は
︑
働
き
た
い
時
間
と
働

い
て
欲
し
い
時
間
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

ス
キ
マ
バ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
︒

　

企
業
は
来
て
ほ
し
い
時
間
や
求
め
る

ス
キ
ル
を
指
定
す
る
だ
け
で
︑
条
件
に

あ
っ
た
働
き
手
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま

す
︒
規
模
や
時
間
を
問
わ
ず
︑
様
々
な

業
種
で
利
用
可
能
で
す
︒

サービス説明会のお知らせ
事業者向け 参加無料
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海
上
保
安
庁
で
は
︑
令
和
８
年
４
月

採
用
の
職
員
︵
海
上
保
安
学
校
学
生
︶

を
募
集
し
ま
す
︒

︽
受
付
期
間
︾
７
月
11
日
︵
金
︶
～
７
月

24
日
︵
木
︶

︽
試
験
日
程
︾
９
月
28
日
︵
日
︶

︽
資
格
︾
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
12
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
及
び
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
︾

https://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
recruitm

ent/

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
１
６
２
︵
２
２
︶
０
１
１
８

　

北
留
萌
消
防
組
合
で
は
︑
令
和
７
年

度
︵
社
会
人
経
験
者
︶
及
び
令
和
８
年

度
︵
新
規
︶
採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま

す
︒

︽
試
験
区
分
︾

①
社
会
人
経
験
者
︓
一
般
業
務
の
経
験

年
数
が
高
校
卒
業
者
︵
短
大
・
専
門
学

校
卒
を
含
む
︶
は
５
年
以
上
︑
大
学
卒

業
者
は
３
年
以
上
の
者
お
よ
び
救
急
救

命
士
資
格
取
得
者

②
新
規
採
用
︵
一
般
消
防
職
員
及
び
救

急
救
命
士
︶

︽
受
験
資
格
︾

・
一
般
消
防
職
員
︓
︻
年
齢
︼
昭
和
60

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
︑︻
学

歴
︼
高
等
学
校
卒
業
︵
専
門
学
校
・
短

大
・
大
学
卒
業
︶

・
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
又
は
取
得

見
込
み
者
︓
︻
年
齢
︼
昭
和
60
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
︑︻
資
格
︼

海

上

保

安

庁

職
員
採
用
試
験

北
留
萌
消
防
組
合

採
用
資
格
試
験

救
命
士
資
格

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
︑
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
者
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
︒

※
別
途
︑
身
体
要
件
が
あ
り
ま
す
︒

︽
受
付
期
間
︾

①
社
会
人
経
験
者
︓
随
時
～
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で

②
新
規
採
用
︓
６
月
２
日
︵
月
︶
～
７

月
31
日
︵
木
︶　

※
郵
送
で
応
募
す
る

場
合
は
７
月
31
日
の
消
印
ま
で
有
効

︽
試
験
日
時
︾

①
社
会
人
経
験
者
︓
募
集
状
況
に
よ
り

随
時

②
新
規
採
用
︓
８
月
26
日
︵
火
︶

・
一
般
消
防
職
員
︓
９
時
30
分
～
17
時

30
分

・
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
︓
11
時
～

17
時
30
分

︽
試
験
会
場
︾
北
留
萌
消
防
組
合
消
防

本
部︵
羽
幌
町
南
５
条
４
丁
目
６
番
地
︶

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
本
部
︵
羽
幌

町
南
５
条
４
丁
目
６
番
地
︶

☎
０
１
６
４
︵
６
２
︶
１
２
２
０

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
庶
務
課︵
羽

幌
町
南
５
条
４
丁
目
６
番
地
︶

☎
０
１
６
４
︵
６
２
︶
１
２
４
６

・
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
天
塩
支
所

︵
天
塩
町
海
岸
通
５
丁
目
50
番
地
︶

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
５
６
０

・
北
留
萌
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.kitarum

oi.com

■
航
空
学
生

︽
資
格
︾
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
︑
日

本
国
籍
を
有
し
︑
18
歳
以
上
23
歳
未
満

︵
海
︶︑18
歳
以
上
24
歳
未
満︵
空
︶の
者︵
高

卒
者
︵
見
込
含
︶
又
は
高
専
３
年
次
修
了

者
︵
見
込
含
︶︶

︽
受
付
期
間
︾
７
月
１
日
︵
火
︶
～
８
月

29
日
︵
金
︶
※
締
切
日
必
着

︽
試
験
期
日
︾１
次
試
験
︓
10
月
10
日︵
金
︶

︽
試
験
会
場
︾
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

︵
予
定
︶

■
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

︽
資
格
︾
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
︑
18

歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

︽
受
付
期
間
︾
７
月
１
日
︵
火
︶
～
９
月

２
日
︵
火
︶
※
締
切
日
必
着

︽
試
験
期
日
︾９
月
13
日︵
土
︶～
21
日︵
日
︶

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

︽
試
験
会
場
︾
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

■
自
衛
隊
説
明
会
の
開
催

　
自
衛
隊
入
隊
を
考
え
て
い
る
方
︑
自
衛

隊
に
興
味
︑
関
心
が
あ
り
説
明
を
聞
い
て

み
た
い
方
は
︑
休
日
な
ど
︑
都
合
の
良
い

日
時
を
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
気
軽
に

お
電
話
し
て
下
さ
い
︒

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域
事

務
所

自
衛
官
等
採
用

試
験
の
ご
案
内

〒
０
９
７
-０
０
０
１　
稚
内
市
末
広
５

丁
目
６
番
１
号　
稚
内
地
方
合
同
庁
舎
５

階☎
︵
０
１
６
２
︶
３
３
－
１
２
２
７

巡
視
船
さ
ろ
べ
つ

体

験

航

海

　

稚
内
海
上
保
安
部
で
は
︑
中
高
生
の

皆
様
に
海
上
保
安
庁
の
業
務
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
︑
７
月
27
日

︵
日
︶
に
巡
視
船
さ
ろ
べ
つ
の
体
験
航

海︵
稚
内
ク
ル
ー
ズ
︶
を
実
施
し
ま
す
︒

　

対
象
は
︑
宗
谷
地
方
︵
天
塩
町
も
含

み
ま
す
︶
の
中
高
生
と
そ
の
ご
家
族
で

す
︒

　

乗
船
を
希
望
さ
れ
る
方
は
７
月
５
日

︵
土
︶
９
時
以
降
︑
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
︒

︽
時
間
︾
①
10
時
～
10
時
30
分
︑
②
13

時
30
分
～
14
時
︑
③
15
時
～
15
時
30
分

・
先
着
順
︵
各
回
15
名
程
度
︶︑
人
数
に

達
し
た
段
階
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
︒

・
荒
天
の
場
合
等
︑
中
止
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
︒

・
操
船
体
験
や
リ
ク
ル
ー
ト
情
報
紹
介

な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
︒

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
１
６
２
︵
２
２
︶
０
１
１
８
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復
活
し
ま
す
︕

仮

装

盆

踊

り

8 月号へ掲載を

希望する方は、

7 月 9 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

７
月
17
日
は
﹁
北
海
道

み
ん
な
の
日
﹂
で
す

■
北
海
道
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
︑
こ
れ

か
ら
の
北
海
道
を
考
え
る
日

　

１
８
６
９
年
︵
明
治
２
年
︶︑
北
海
道

の
名
付
け
親
と
さ
れ
る
松
浦
武
四
郎
が
︑

明
治
政
府
に
﹁
北
加
伊
道
︵
ほ
っ
か
い
ど

う
︶﹂
と
い
う
名
称
を
提
案
し
た
７
月
17

日
は
﹁
北
海
道
み
ん
な
の
日
︵
道
み
ん
の

日
︶﹂
で
す
︒

　

北
海
道
の
魅
力
と
価
値
を
再
発
見
し
︑

北
海
道
を
誇
り
に
思
う
心
を
育
み
︑
よ
り

豊
か
な
北
海
道
を
築
き
上
げ
る
こ
と
を
期

す
る
日
と
し
て
平
成
29
年
に
制
定
し
ま
し

た
︒

　
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
︑
道
民
の
皆
様

に
は
北
海
道
に
愛
着
や
誇
り
を
持
っ
て
い

た
だ
き
︑
北
海
道
の
魅
力
を
発
信
す
る
機

会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
︒

★
道
み
ん
の
日
を
含
む
３
日
間
︵
７
月
16

日
～
18
日
︶
は
︑
天
塩
川
歴
史
資
料
館
を

無
料
開
放
し
ま
す
︒

■
﹁
仮
装
盆
踊
り
﹂
が
お
よ
そ
20
年

ぶ
り
に
復
活
し
ま
す
︕

︽
日
程
︾

子
ど
も
盆
踊
り
︓
８
月
14
日
︵
木
︶

子
ど
も
盆
踊
り
＆
仮
装
盆
踊
り
︓
８

月
15
日
︵
金
︶

︽
時
間
︾
両
日
18
時
30
分
～
20
時

︽
場
所
︾
ミ
レ
ニ
ア
ム
パ
ー
ク

　

仮
装
盆
踊
り
は
﹁
子
ど
も
の
部
﹂

﹁
大
人
の
部
﹂
を
予
定
し
て
お
り
︑

豪
華
景
品
も
ご
用
意
︕

　

参
加
申
込
方
法
な
ど
は
７
月
中
に

配
布
予
定
の
チ
ラ
シ
で
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
︵
準
備
の
都
合
も
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
︑
先
行
し
て
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
︶︒
飛
び
入
り
参

加
も
Ｏ
Ｋ
︕　

屋
台
の
出
店
も
あ
り

ま
す
の
で
︑
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
♪

主
催
︓
天
塩
町
子
ど
も
会
育
成
部
連

絡
協
議
会

共
催
︓
天
塩
商
工
会
女
性
部

　
職
場
で
の
熱
中
症
予
防
対
策
を
進
め
て

い
た
だ
く
た
め
︑
５
月
か
ら
９
月
ま
で
を

期
間
と
し
て
﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
︕
熱
中
症
ク
ー

ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒
取
組
に
あ
た
っ
て
は
︑
熱
中
症

予
防
の
た
め
の
指
標
で
あ
る
﹁
熱
さ
指
数

︵
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
︶﹂
の
活
用
︑
設
備
対
策
︑

衛
生
教
育
な
ど
を
実
施
願
い
ま
す
︒

　
昨
年
は
北
海
道
内
で
も
猛
暑
の
影
響
で

職
場
で
の
熱
中
症
が
72
件
︵
休
業
１
日
以

上
︶
と
過
去
２
番
目
に
多
い
発
生
と
な
り

ま
し
た
︒

　
ま
た
︑
熱
中
症
の
初
期
症
状
の
早
期
発

見
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
︑
今

般
︑
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
を

図
ら
れ
︑
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
28
度
以
上
又
は
気
温

31
度
以
上
の
環
境
下
で
連
続
１
時
間
以
上

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
︕
熱
中
症

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

愛好家のみなさまへマリンレジャーマリンレジャー
海へ行く前にその日の気象海象をチェック
釣り中や船に乗る際はライフジャケットを常時着用
携帯電話等の連絡手段の確保
海水浴場以外の一般海岸や遊泳禁止区域等では泳がない
プレジャーボートに乗る際は発航前検査の確実な実施
SUPやカヌー等に乗る際は、

海で安全にマリンレジャーを楽しむために、次のことを守りましょう！

稚内海上保安部 交通課 ☎０１６２（２４）８８１０

海の
もしももしもは118番！

SUPやカヌー等に乗る際は、
　　　　　　　　　基本的な知識・技能を身につける

海水浴場以外の一般海岸や遊泳禁止区域等では泳がない

事故に遭ってしまった、
または事故を見かけた場合は、
海上保安庁直通の緊急ダイヤ
ル「１１８」番にご連絡ください！

また、海上保安庁では、釣り、遊泳、カヌー
等のマリンレジャーを誰もが安全に、安心し
て楽しめるように、それぞれの種別に応じた
事故防止のための情報サイト「ウォーター
セーフティガイド」を開設していますので、
ぜひご活用ください。

▲ウォーター▲
セーフティガイド

又
は
１
日
４
時
間
を
超
え
て
実
施
が
見
込

ま
れ
る
作
業
を
対
象
に
︑
熱
中
症
の
自
覚

症
状
や
疑
い
の
あ
る
者
を
把
握
し
た
場
合

の
報
告
体
制
整
備
︑
作
業
か
ら
の
離
脱
︑

身
体
の
冷
却
︑
必
要
に
応
じ
た
医
師
の
処

置
な
ど
を
義
務
化
し
た
改
正
規
則
を
令
和

７
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
︒

厚
生
労
働
省　
北
海
道
労
働
局
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　河川公園にて「テシオ川エクササイズ」と
題し、天塩川のほとりで利尻富士に沈む夕日
を見ながらのエクササイズを開催いたしま
す。誰でも気軽にできる内容となっています
ので、是非この機会に身体を動かして、いつ
もと違う運動教室の雰囲気を味わっていただ
きたいと思っています。時々刻々と沈む夕日
に、千差万別の空色があなたの心と身体を開
放的にしてくれます。
　なお、雨天時は天塩町社会福祉会館大ホー
ルにて開催いたします。
会場変更や運動教室の案内は LINE にて告
知します。また、各教室の予約・問合せも
LINE にて受け付けています。

　夏に低気圧や前線が近づくと、北海道の南から湿
潤な気流が入る影響などで、しばしば大雨に見舞わ
れます。特に、上川・留萌地方に前線が停滞すると
きは、長期間にわたって強い雨が続き、重大な災害
が発生する可能性が高まります。
　こうした大雨時における防災行動を支援するため
に、気象台から発表される大雨警報や洪水警報など
の防災気象情報と、市町村から出される避難情報、
そして住民のみなさまがとるべき行動を５段階にレ
ベル化した「警戒レベル」があります。警戒レベル
１と２は心構えと準備の段階ですが、警戒レベル３
以上になると、危険な場所からの避難が必要な状況
を意味します。
　そして、大雨への備えで大切なことは、平時のう
ちにハザードマップなどで避難対策を進めておくこ
とです。そのうえで、いざ市町村から警戒レベル３

（高齢者等避難）や警戒レベル４（避難指示）が発
令された際には、避難行動が必要か否かを自らが判
断できると、迅速に行動できます。多くの場合、自
治体が発令する避難指示等よりも先に防災気象情報
が発表されますので、避難指示等が発令されていな
くても、お住いの地域の状況が詳細にわかるキキク

▲大雨になりやすい気圧配置

大雨に備える

ル（危険度分布）や、河川の水位情報等を確認して、
危険を察知することも重要です。あらかじめ指定さ
れた避難場所へ向かうことより、状況に応じて、川
や崖から少しでも離れることや、近くの頑丈な建物
の上層階に避難したほうが安全なこともあります。
主体的な判断で、その時点での最善の行動をとり、
身の安全を確保しましょう。

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

主催︓天塩町教育委員会　主管︓（一社）天塩スポーツ健康づくりラボ 運動教室 LINE
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

６月 29 307 月 1 2 3 4 5
●町民プールオープン

（予定）
○こども園運動会
○天塩高校学校祭
・一般公開　13 時～

6 7 8《町内回覧日》 9 10 11 12
○天塩高校学校祭
・一般公開　12 時～

●運転免許更新時講習
［社 会 福祉 会 館］
・初回　10 時
・優良　13 時
・一般　13 時 45 分
・違反　15 時

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

+ 眼科外来 ○託児の日 ●第 3 回天塩川しじみ
まつり（1日目・天塩
スカイライトフェス
ティバル）
［天塩川河川公園］

13 時～ 20 時
（20時～　花火大会）

13 14 15 16《道みんの日》 17 18 19
●第 3 回天塩川しじみ
まつり（2 日目）
［天塩川河川公園］

10 時～ 16 時

+ 糖尿病内科外来
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

●天塩厳島神社祭
●道みんの日・天塩川
歴史資料館無料開放

●天塩厳島神社祭
●町民プール閉鎖日
●道みんの日・天塩川
歴史資料館無料開放

●天塩厳島神社祭
●道みんの日・天塩川
歴史資料館無料開放
☆いきいきサロン

［雄信内老人憩いの家］
10 時～ 12 時

20 《海の日》 21 22《町内回覧日》 23 24 25 26
☆いきいきサロン

［老人福祉センター］
10 時～ 12 時

+ 産婦人科外来
○小・中学校終業式

+ 小児科外来
○ 1 歳 6 ヶ月児健診
○ 3 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時

27 28 29 30 318 月 1 2
+ 眼科外来
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

○夏休み小学生水泳教室
［ 町 民 プ ー ル ］

10 時～11時 30 分
☆ふれあい大運動会

［ 鏡 沼 海 浜 公 園 ］
・受付　9 時～
・開会　10 時

○夏休み小学生水泳教室
［ 町 民 プ ー ル ］

10 時～11時 30 分

○夏休み小学生水泳教室
［ 町 民 プ ー ル ］

10 時～11時 30 分

●第 32 回［北海道
遺産］天塩川カヌー
ツーリング大会「ダ
ウン・ザ・テッシ -
オッ - ペ」（1 日目）

［幌延町三日月湖カ
ヌーポート→天塩川
河川公園］

令和 7 年 令和 7 年   　  　月月７７
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・7 月の回覧日は 9 日と 23 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月

（20時～　花火大会）（20時～　花火大会）（20時～　花火大会）
13 時～ 20 時

（20時～　花火大会）（20時～　花火大会）
13 時～ 20 時

（20時～　花火大会）
13 時～ 20 時

（20時～　花火大会）

ティバル）
［天塩川河川公園］［天塩川河川公園］

（20時～　花火大会）

［天塩川河川公園］
13 時～ 20 時

（20時～　花火大会）（20時～　花火大会）

［天塩川河川公園］
13 時～ 20 時

（20時～　花火大会）

［天塩川河川公園］［天塩川河川公園］［天塩川河川公園］
13 時～ 20 時

（20時～　花火大会）（20時～　花火大会）
13 時～ 20 時

［天塩川河川公園］

（20時～　花火大会）

［天塩川河川公園］［天塩川河川公園］［天塩川河川公園］

（20時～　花火大会）
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高齢者虐待について考える

◆お問い合せ先◆　福祉課地域ケア係　☎（2）1728

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら

間
も
な
く
20
年
に
な
り
ま
す
が
︑
相
談
や
通

報
件
数
︑
虐
待
を
受
け
た
と
判
断
さ
れ
る
件

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
︒

　

令
和
５
年
度
の
全
道
の
デ
ー
タ
ー
で
は
︑

相
談
・
通
報
件
数
１
，１
１
１
件
︑
虐
待
を

受
け
た
と
判
断
し
た
件
数
は
３
７
３
件
と

な
っ
て
お
り
︑
虐
待
の
種
類
別
で
は
１
位
が

身
体
的
虐
待
︑
２
位
が
心
理
的
虐
待
︑
３
位

が
経
済
的
虐
待
︑
４
位
が
介
護
等
の
放
棄
・

放
任
︑５
位
が
性
的
虐
待
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

要
介
護
度
別
で
は
︑
介
護
度
が
高
く
な
れ
ば

な
る
程
︑
虐
待
件
数
は
増
え
介
護
の
大
変
さ

と
虐
待
は
比
例
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
高
齢
者
虐
待
の
種
類
別
の
中

で
﹁
心
理
的
虐
待
﹂
と
﹁
介
護
等
の
放
棄
・

放
任
︵
ネ
グ
レ
ク
ト
︶﹂
に
つ
い
て
︑
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
心
理
的
虐
待
や
介
護
等
の
放

棄
・
放
任
︵
ネ
グ
レ
ク
ト
︶
に
あ
た
る
か
︑

自
分
や
自
分
の
周
り
の
人
は
大
丈
夫
︖
を
振

り
返
り
︑
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
︒

■
高
齢
者
虐
待
と
は
︖

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
お
世
話
を
し
て
い

る
家
族
や
親
族
︑
あ
る
い
は
︑
高
齢
者
福
祉

施
設
等
で
業
務
に
従
事
し
て
い
る
職
員
が
︑

高
齢
者
の
権
利
を
侵
害
し
︑
人
と
し
て
の
尊

厳
を
冒
す
行
為
の
こ
と
を
言
い
ま
す
︒

　

な
お
︑
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
︑
高
齢

者
虐
待
を
２
つ
に
分
け
て
定
義
し
て
い
ま

す
︒

　

心
理
的
虐
待
や
介
護
等
の
放
棄
・
放
任︵
ネ

グ
レ
ク
ト
︶
は
︑
養
護
者
や
要
介
護
施
設
従

事
者
等
が
︑
そ
の
行
為
が
虐
待
に
あ
た
る
と

認
識
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

　

虐
待
が
起
こ
り
う
る
背
景
に
は
︑
養
護
者

や
要
介
護
施
設
従
事
者
等
の
認
識
の
問
題
以

外
に
も
︑余
裕
が
な
い
︑人
手
不
足
等
︑様
々

な
要
因
は
あ
り
ま
す
が
︑
認
識
し
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
も
︑
外
か
ら
見
る
と
虐
待
と

判
断
で
き
る
状
態
で
︑
高
齢
者
の
心
身
へ
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑
ケ
ア
の
内
容
を
振

り
返
る
時
間
︑
客
観
的
に
状
況
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
第
三
者
へ
相
談
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
︒

　

虐
待
を
止
め
る
こ
と
は
養
護
者
や
要
介
護

施
設
従
事
者
等
に
と
っ
て
も
介
護
負
担
の
軽

このような行為は虐待にあたります！

＊
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
︑﹁
高
齢
者
﹂
を

65
歳
以
上
の
者
と
定
義
し
て
い
ま
す
が
︑
65
歳

未
満
で
あ
っ
て
も
︑
要
介
護
施
設
に
入
所
し
て

い
る
等
︑
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
者
は

﹁
高
齢
者
﹂
と
み
な
し
︑
高
齢
者
虐
待
防
止
法

が
適
応
さ
れ
ま
す
︒

＊
養
護
者
︓
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を

お
世
話
し
て
い
る
家
族
・
親
族
︑
同

居
人
等

養
護
者
に
よ
る
虐
待

＊
要
介
護
施
設
従
事
者
等
︓
高
齢
者

福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
居
宅
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
等
で
業
務
に
従
事
す
る
職

員
要
介
護
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待

身 体 的 虐 待 高 齢 者 の 身 体 に 外 傷 が 生 じ 、ま
た は 生じ る お そ れ の あ る 暴 力 を
加 え ること。身 体 を 拘 束し 、行 動
を 制限すること。
例 ）叩く、つ ね る、ベ ットに 縛り付 け
る、無 理 矢 理 食 事 を口の 中に 入 れ る
等

心 理 的 虐 待 暴 言 や 著 し い 拒 否 的 な 対 応 な
ど 、高 齢 者 に 心 理 的 外 傷 を 与 え
ること。
例 ）無 視 す る、怒 鳴 る、の のし る、恐
怖 心 を 植 え 付け る言 葉 遣 い 等

経 済 的 虐 待 家 族 や 親 族 が 高 齢 者 の 財 産 を 不
当に 処 分 すること、高 齢 者 の 金 銭
使 用を 理 由なく制限すること。
例 ）本 人 の 年 金 や 預 貯 金 を 勝 手 に
使う等

性 的 虐 待 高 齢 者 に わ い せ つ な 行 為 を す る
こと、高 齢 者に わい せ つ な 行 為を
さ せること。
例 ）排 泄 の 失 敗 に 対し 、懲 罰 的に 下
半 身 を 裸にする等

介 護 等 の
放 棄・放 任

（ ネ グレ クト ）

高 齢 者 を 衰 弱 さ せ る よ う な 著し
い 減 食 、長 時 間 の 放 棄 、虐 待 行 為
の 放 置、養 護 を 著しく怠 ること。
例 ）入 浴 さ せ な い 、水 分 や 食 事 を 十
分に 与 え な い 、ナ ー ス コー ル に 対 応
しない 等

減
や
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
を
考
え
る
上
で
必
要
で

す
︒
家
庭
や
施
設
等
で
起
こ
り
う
る
身
近
な

問
題
と
し
て
︑
少
し
で
も
﹁
虐
待
か
も
知
れ

な
い
﹂﹁
誰
か
に
話
を
聞
い
て
欲
し
い
﹂
と

思
っ
た
場
合
は
︑
相
談
専
用
電
話
の
活
用
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
下
さ

い
︒

◆
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
電
話
相
談
◆

北
海
道
高
齢
者
虐
待
防
止
・
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
１
１
︵
２
８
１
︶
０
９
２
８
︵
月
曜
日

か
ら
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
︶

◇
相
談
は
無
料

◇
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
︑
安
心
し
て
ご

相
談
下
さ
い
︒
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私
が
昨
年
４
月
に
天
塩
へ
着
任
し
て
か
ら

早
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
︒前
回
担
当
し
た﹁
病

院
だ
よ
り
﹂
コ
ラ
ム
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
か

ら
︑思
い
が
け
ず
お
声
掛
け
い
た
だ
く
な
ど
︑

驚
き
や
嬉
し
さ
と
同
時
に
文
責
の
重
み
を
実

感
し
て
い
ま
す
︒

　

さ
て
︑
臨
床
検
査
室
で
は
︑
先
日
５
月
16

日
付
け
で
尿
中
電
解
質
︵
ナ
ト
リ
ウ
ム
︑
カ

リ
ウ
ム
︑
ク
ロ
ー
ル
︶
の
院
内
測
定
を
開
始

し
ま
し
た
︒
病
院
だ
よ
り
担
当
２
回
目
と
な

る
今
回
は
︑
減
塩
の
必
要
性
が
う
た
わ
れ
る

昨
今
︑
そ
の
目
安
と
な
り
う
る
尿
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
用
い
た
推
定
一
日
食
塩
摂
取
量
に
つ
い

て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

■
﹁
塩
分
﹂
と
は
何
か
︖

　
﹁
塩
﹂
の
主
成
分
は
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
で

す
︒
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
主
な
は
た
ら
き
と
し
て

は
︑

①
細
胞
を
正
常
に
保
つ

②
脳
か
ら
筋
肉
や
神
経
な
ど
の
伝
達
を
担
う

③
食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
の
に
必
要

な
ど
が
あ
り
ま
す
︒

■
な
ぜ
塩
分
を
取
り
す
ぎ
る
と
高
血
圧
に
な

る
の
か
︖

　

ヒ
ト
の
体
は
半
分
以
上
が
水
分
︑
体
液
で

で
き
て
お
り
︑
体
液
は
大
き
く
分
類
す
る
と

細
胞
の
内
側
に
あ
る
水
分
︓
細
胞
内
液
と
︑

細
胞
の
外
側
に
あ
る
水
分
︓
細
胞
外
液
の
２

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
︒
細
胞
外
液
は
主
に

血
管
内
の
血
漿
と
細
胞
と
細
胞
の
間
に
あ
る

組
織
液
に
分
け
ら
れ
ま
す
︒
ナ
ト
リ
ウ
ム
は

細
胞
外
に
多
く
存
在
し
︑
一
方
細
胞
内
に

多
く
存
在
す
る
の
は
カ
リ
ウ
ム
で
す
︒
細
胞

内
外
の
イ
オ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
︑
濃

度
の
濃
い
方
に
水
が
引
っ
張
ら
れ
る
た
め
に

様
々
な
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
︒

　

︙
︙
と
︑
教
科
書
的
な
説
明
だ
と
と
て
も

難
し
く
感
じ
る
と
思
い
ま
す
︒

　

た
と
え
ば
塩
気
の
強
い
も
の
を
食
べ
た
場

合
を
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
︒こ
れ
は
︑

体
内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
増
え
る
︑
す
な
わ
ち

細
胞
外
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
な
り
︑

細
胞
内
か
ら
水
を
引
っ
張
っ
て
く
る
の
で
︑

細
胞
内
の
水
分
が
少
な
く
な
り
︑
細
胞
が
干

か
ら
び
て
喉
の
渇
き
に
つ
な
が
り
ま
す
︒
ま

た
︑
塩
分
を
多
く
と
る
と
体
が
む
く
み
や
す

く
な
る
の
は
︑
同
じ
よ
う
に
細
胞
内
か
ら
水

を
引
っ
張
る
た
め
︑
細
胞
間
の
組
織
液
が
増

え
て
し
ま
い
起
こ
る
の
で
す
︒
こ
の
よ
う
に

考
え
て
い
た
だ
く
と
︑
幾
分
イ
メ
ー
ジ
が
つ

き
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
︒

　

そ
し
て
細
胞
外
の
水
分
量
が
増
加
す
る
と

い
う
こ
と
は
︑
血
管
内
の
水
分
︑
つ
ま
り
血

液
量
も
増
加
し
ま
す
︒
心
臓
は
ポ
ン
プ
機
能

の
役
割
を
持
ち
︑
血
液
を
全
身
へ
送
り
出
し

て
い
ま
す
が
︑
血
液
量
が
増
え
る
と
︑
今
ま

で
よ
り
強
く
圧
を
か
け
て
送
り
出
す
必
要
が

出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
︒
こ
れ
が
血
圧
上
昇

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
つ
で
あ
り
︑
こ
の
状
態

が
長
く
続
け
ば
︑
血
管
や
心
臓
︑
腎
臓
な
ど

全
身
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
様
々
な
合
併
症

を
引
き
起
こ
し
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑
特
に
高

血
圧
患
者
に
お
い
て
は
減
塩
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
︒

※
た
だ
し
︑
他
の
病
気
が
原
因
で
高
血
圧
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
︵
二
次
性
高

血
圧
症
︶︒

■
１
日
の
食
塩
摂
取
量
の
目
安
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
道
民
の
食

塩
摂
取
量
は
12
．
７
ｇ
／
日
で
あ
り
︑
日
本

人
の
平
均
で
あ
る
約
10
ｇ
／
日
を
上
回
っ
て

い
ま
す
︒
道
内
に
限
ら
ず
︑
北
日
本
や
内
陸

部
で
も
高
い
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
︒
こ
れ

は
か
つ
て
寒
冷
地
で
は
冬
季
に
農
作
物
が
手

に
入
ら
な
い
た
め
︑
ま
た
交
通
の
便
が
悪
い

内
陸
で
は
輸
送
に
時
間
が
か
か
っ
た
た
め
︑

日
持
ち
さ
せ
る
目
的
で
保
存
食
が
発
達
し
た

背
景
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
日
本
人

の
食
塩
摂
取
量
の
約
７
割
近
く
は
調
味
料
で

あ
り
︑
醬
油
や
味
噌
︑
塩
が
多
く
を
占
め
て

い
ま
す
︒
厚
生
労
働
省
﹁
日
本
人
の
食
事
摂

取
基
準
﹂︵
２
０
２
０
年
版
︶
で
は
︑
18
歳

以
上
男
性
は
７
．５
ｇ
未
満
︑同
女
性
は
６
．

５
ｇ
未
満
を
目
標
値
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す

が
︑
こ
れ
は
日
本
人
の
食
生
活
を
踏
ま
え
︑

実
現
可
能
な
摂
取
量
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も

の
で
す
︒
日
本
高
血
圧
学
会
で
は
高
血
圧
患

者
に
つ
い
て
男
女
と
も
に
１
日
６
ｇ
未
満
を

推
奨
し
て
い
ま
す
︒

　

で
は
実
際
は
ど
れ
く
ら
い
塩
分
を
摂
取
し

て
い
る
の
か
︑
食
事
内
容
か
ら
食
塩
相
当
量

を
計
算
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
す
︒
そ
こ

で
︑
目
安
と
し
て
今
回
新
規
導
入
し
た
﹁
尿

ナ
ト
リ
ウ
ム
﹂
と
以
前
よ
り
採
用
し
て
い
る

﹁
尿
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
﹂
を
用
い
︑
推
定
一
日

食
塩
摂
取
量
を
計
算
す
る
こ
と
で
︑
減
塩
へ

の
意
識
付
け
の
第
一
歩
に
な
れ
ば
と
い
う
の

が
採
用
に
至
っ
た
経
緯
で
す
︒
ま
た
︑
今
年

度
か
ら
は
町
の
特
定
健
診
検
査
項
目
︵
74
歳

未
満
の
方
対
象
︶
と
し
て
も
採
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
︒
ご
自
分
が
普
段
ど
れ
く
ら
い
食
塩

を
摂
取
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
︑
健
康

へ
の
意
識
付
け
と
し
て
と
て
も
重
要
な
こ
と

で
す
︒

※
た
だ
し
︑
人
に
よ
っ
て
目
標
値
は
変
わ
り

ま
す
の
で
︑
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
︒

　

日
々
の
積
み
重
ね
が
︑
ご
自
身
の
健
康
に

つ
な
が
り
ま
す
︒
今
回
の
推
定
一
日
食
塩
摂

取
量
の
値
が
︑
健
康
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
︒

︵
文
責
︓
臨
床
検
査
科　

中
園
︶
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５
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の
１
週

間
︑
町
内
の
手
芸
サ
ー
ク
ル
﹁
手
芸
の

会　

パ
ン
ジ
ー
﹂
が
︑
創
立
20
周
年
を

記
念
し
た
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
︒

会
場
と
な
っ
た
道
の
駅
て
し
お
２
階
多

目
的
室
に
は
︑
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
︑
ク
ロ

ス
ス
テ
ッ
チ
︑
刺
繍
︑
バ
ッ
グ
︑
編
み

ぐ
る
み
等
た
く
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ

れ
︑
賑
や
か
な
雰
囲
気
が
訪
れ
た
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
︒

　

同
会
は
平
成
17
年
10
月
に
設
立
さ

れ
︑
現
在
の
会
員
は
12
名
で
す
︒
社
会

福
祉
会
館
に
週
１
回
集
ま
り
︑
作
業
の

進
捗
状
況
を
共
有
し
た
り
︑
制
作
の
相

談
を
し
た
り
し
な
が
ら
交
流
を
続
け
て

い
ま
す
︒

手
芸
の
会
20
周
年

記
念
作
品
展

消
防
団

春
季
消
防
演
習

天
食
会
企
画

本
格
中
華
に
舌
鼓

天
塩
高
で

町
民
講
師
が
講
話

▲所狭しと並んだ手芸作品の数々

▲料理を味わいながら歓談する参加者たち

　

５
月
22
日
︑
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
︵
海

岸
通
４
︶
で
﹁
餃
子
ナ
イ
ト
﹂
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
︑﹁
天

食
会
﹂
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
元
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
三
國
秀
美
さ
ん
が
︑
留

萌
市
の
中
華
料
理
店
﹁
萌
美
飯
店
﹂
の

店
主
と
意
気
投
合
し
て
企
画
し
た
も
の

で
︑
天
塩
産
の
行
者
ニ
ン
ニ
ク
を
使
用

し
た
風
味
豊
か
な
焼
餃
子
の
ほ
か
︑
水

餃
子
や
炒
飯
︑
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
と
い
っ

た
一
品
料
理
も
振
る
舞
わ
れ
︑
参
加
し

た
15
名
は
本
格
中
華
に
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
︒

　

天
食
会
と
萌
美
飯
店
は
今
後
も
不
定

期
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
考
え
て
お
り
︑

来
る
﹁
天
塩
川
し
じ
み
ま
つ
り
﹂
で
も

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
出
店
す
る
予
定
で

す
︒

▲火災防御訓練で放水を実演する団員ら

　

５
月
25
日
︑
天
塩
町
消
防
団
の
春
季

消
防
演
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
︒
朝
10

時
︑
天
塩
川
河
川
公
園
に
集
合
し
た
消

防
団
員
ら
26
名
は
︑
点
呼
や
点
検
︑
消

防
操
法
訓
練
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
演
習
等
を
行
っ
た
の
ち
︑
新
開
通
７

丁
目
付
近
を
火
元
と
想
定
し
た
火
災
防

御
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
︒
鳴
り
響
く

サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
消
防
車
が
次
々
と

訓
練
場
所
に
到
着
し
︑
素
早
く
ホ
ー
ス

を
接
続
し
放
水
作
業
に
取
り
掛
か
る
団

員
ら
の
頼
も
し
い
姿
に
︑
来
賓
を
は
じ

め
見
学
に
訪
れ
た
住
民
ら
も
目
を
見

張
っ
て
い
ま
し
た
︒

▲（右から）講師を務めた宇野さん、竹元さん、寺門さん

　

天
塩
高
校
で
は
﹁
総
合
的
な
探
究
の

時
間
﹂
授
業
枠
で
町
民
講
師
の
講
話
か

ら
新
し
く
挑
戦
す
る
職
業
人
の
考
え
や

知
見
か
ら
学
ぶ
﹁
探
究
人
講
話
﹂︵
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
︶
を
５
月
26

日
に
実
施
し
︑
全
校
生
徒
約
70
名
が
受

講
し
ま
し
た
︒
講
師
は
︑
㈱
宇
野
牧
場

社
長
の
宇
野
剛
司
さ
ん
は
酪
農
で
の
６

次
産
業
化
︑
商
品
開
発
の
経
緯
と
そ
の

過
程
で
得
た
経
験
に
つ
い
て
︑
㈲
マ
ル

タ
ケ
社
長
の
竹
元
祥
さ
ん
は
前
職
の
証

券
会
社
で
の
営
業
職
︑
新
た
に
挑
ん
だ

畑
作
農
業
で
学
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け

る
競
争
戦
略
に
つ
い
て
︑
町
立
病
院
薬

局
長
の
寺
門
義
典
さ
ん
は
趣
味
や
好
き

な
こ
と
極
め
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や

鏡
沼
の
水
質
浄
化
策
の
提
案
に
つ
い
て

語
り
︑
生
徒
か
ら
の
質
問
を
通
じ
た
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
︒

5月16日～6月11日

　

北
海
道
の
施
策
と
し
て
各
市
町
村
の

地
域
で
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い

る
方
々
を
知
事
が
訪
れ
懇
談
す
る
﹁
な

お
み
ち
カ
フ
ェ
﹂
が
５
月
22
日
︑
天
塩

川
歴
史
資
料
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
︒
今

年
度
︑
学
芸
員
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
着
任
し
た
前
川
康
生
さ
ん
と
鷹
尾
心

さ
ん
が
︑
鈴
木
知
事
に
展
示
内
容
や
町

の
歴
史
に
つ
い
て
案
内
説
明
を
行
い
ま

し
た
︒
続
い
て
知
事
と
の
懇
談
が
行
わ

れ
吉
田
町
長
か
ら
は
﹁
町
づ
く
り
は
歴

史
の
延
長
﹂
と
し
て
の
地
域
振
興
策
に

つ
い
て
︑
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
三

國
秀
美
さ
ん
か
ら
は
鍼
灸
師
︑
森
林
資

源
の
活
用
に
向
け
た
活
動
︑
学
芸
員･

協
力
隊
の
前
川
さ
ん
︑
鷹
尾
さ
ん
は
地

域
の
歴
史
文
化
を
利
活
用
し
た
今
後
に

向
け
た
活
動
や
取
組
に
関
す
る
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
︒

▲鈴木知事が歴史資料館にて吉田町長、地域おこし協力隊らと懇談

鈴
木
知
事
が
町
長・

協
力
隊
ら
と
懇
談
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▲町長に出場報告を行った団員一同

▲日藝学生らによる天塩 PR 映像ロケの様子

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
﹁
天
塩
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
︵
男
子・女
子・混
合
︶﹂
が
︑

６
月
28
・
29
日
に
開
催
さ
れ
る
﹁
ス
ミ

セ
イVitakity

カ
ッ
プ
Ｊ
Ｖ
Ａ
第
45

回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

北
北
海
道
大
会
﹂
に
留
萌
地
区
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
︑
６
月
10

日
に
団
員
一
同
が
役
場
を
訪
れ
吉
田
町

長
に
出
場
報
告
を
行
い
ま
し
た
︒
男
子

主
将
の
吉
田
征う

き
ょ
う

叶
さ
ん
は
﹁
最
後
ま
で

諦
め
ず
に
戦
っ
て
全
国
へ
行
き
た
い
﹂︑

女
子
主
将
の
嶋
崎
愛あ

ゆ
み弓

さ
ん
は
﹁
決
勝

ま
で
登
り
詰
め
︑
優
勝
し
て
全
国
を
目

指
す
﹂
と
意
気
込
み
を
語
り
︑
町
長
は

﹁
留
萌
地
区
の
代
表
と
し
て
︑
力
を
発

揮
し
て
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
﹂
と

団
員
ら
を
激
励
し
ま
し
た
︒

　

６
月
７
日
か
ら
３
日
間
︑
天
塩
町
営

農
担
い
手
協
議
会
︵
事
務
局
︓
農
林
水

産
課
︶
主
催
に
よ
る
酪
農
研
修
体
験
会

が
行
わ
れ
︑
帯
広
畜
産
大
学
の
学
部
生

と
大
学
院
生
６
名
が
来
町
し
ま
し
た
︒

１
日
目
は
黒
川
牧
場
を
訪
れ
︑
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
労
働
負
担
を
少
な

く
し
た
経
営
手
法
を
学
び
ま
し
た
︒
２

日
目
は
高
原
牧
場
に
て
放
牧
酪
農
に
お

け
る
草
地
管
理
に
つ
い
て
フ
ァ
ー
ム

ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
︑
直
に
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
に
よ
る
ほ
場
管
理
に
つ
い
て
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
︑
役
場
大
会
議

室
に
て
高
原
弘
雄
氏
と
留
萌
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
指
導
員
の
坂
口
哲
也
氏

を
講
師
に
酪
農
経
営
に
つ
い
て
研
修
を

受
け
︑
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
︒
ま

た
︑
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
も
体
験
し
ま
し
た
︒

　

日
本
大
学
藝
術
学
部
︵
日
藝
︶
写
真

学
科
の
学
生
兼
映
像
監
督
の
フ
ジ
ム
ラ

ヒ
ヨ
リ
さ
ん
︑
同
学
科
卒
で
東
京
を
拠

点
に
写
真
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
野

口
花
梨
さ
ん
︵
撮
影
︶︑
女
優
の
瀬
戸

璃
子
さ
ん
ら
が
来
町
し
︑
６
月
６
日
か

ら
２
日
間
︑
夕
映
︑
道
の
駅
︑
放
牧
地
︑

河
川
公
園
な
ど
町
内
各
所
で
ロ
ケ
や
移

住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
撮
影
を
行
い

ま
し
た
︒
後
に
編
集
を
行
い
︑
町
の

特
産
品
︵
返
礼
品
︶︑
観
光
ス
ポ
ッ
ト
︑

地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
移
住
の
魅
力
を

紹
介
す
る
映
像
作
品
を
公
開
す
る
予
定

で
す
︒
フ
ジ
ム
ラ
さ
ん
と
野
口
さ
ん
は

共
に
大
学
時
代
︑
雄
信
内
地
区
の
﹁
お

の
っ
ぷ
農
園
﹂
を
幾
度
に
わ
た
り
滞
在

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
︑
町
の
自
然

や
人
の
魅
力
を
映
像
作
品
と
し
て
表
現

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

▲子どもの肥満率を示すグラフに注目する保健推進員ら

▲高原牧場で草地管理について説明を受ける学生ら

　

６
月
５
日
︑
各
町
内
会
の
保
健
推

進
員
で
構
成
さ
れ
る
﹁
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
﹂
の
総
会
・
学
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
協
議
会
は
平

成
７
年
︵
１
９
９
５
︶
年
に
設
立
さ

れ
︑
今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
︒

学
習
会
に
は
12
名
が
参
加
し
︑
30
年

間
の
活
動
の
あ
ゆ
み
と
保
健
推
進
員

が
果
た
す
役
割
を
振
り
返
っ
た
あ

と
︑町
の
健
康
課
題
で
あ
る
﹁
肥
満
﹂

に
つ
い
て
の
講
話
を
聴
き
ま
し
た
︒

天
塩
町
の
肥
満
率
が
道
内
ワ
ー
ス
ト

１
位
で
あ
る
こ
と
や
︑
子
ど
も
世
代

か
ら
既
に
肥
満
が
始
ま
っ
て
い
る
と

い
う
衝
撃
的
な
事
実
が
語
ら
れ
︑
講

話
の
後
に
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
︑
今
後
健
康
の
た
め
に
学
ん

で
み
た
い
こ
と
に
つ
い
て
積
極
的
に

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
︒

健
康
づ
く
り
へ
の

理
解
深
め
る

バ
レ
ー
少
年
団

全
道
大
会
出
場

日
藝
学
生
ら

町
紹
介
映
像
撮
影

帯
畜
大
生
が
来
町

酪
農
研
修
体
験
会

5月16日～6月11日

パ
ト
カ
ー
展
示
や

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

▲この日行われたイベントの様子

　

５
月
31
日
︑
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
︵
海

岸
通
４
︶
で
毎
月
恒
例
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
﹁Te to Te+

︵
テ
ト
テ

プ
ラ
ス
︶﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
こ

の
日
は
天
塩
警
察
署
に
よ
る
パ
ト
カ
ー

展
示
と
撮
影
会
︑
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
の
町
内
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

店
﹁
香
歩
︵
カ
ー
ル
︶﹂
の
出
店
︑
劇

団
稚わ

っ
ぱ童

︵
稚
内
市
︶
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
﹁
宗
谷
戦
隊
ワ
ッ

カ
マ
ン
﹂
の
公
演
な
ど
が
行
わ
れ
︑
集

ま
っ
た
人
々
は
飲
み
物
や
軽
食
を
味
わ

い
な
が
ら
賑
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
︒
遊
び
に
来
た
て
し
お
仮
面
も
︑

ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
り
写
真
撮
影
に
応
じ

た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
︒
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書写の授業にも
一緒に参加！

天塩町の姉妹都市である米国アラスカ州
ホーマー市から、児童・生徒５名を含む
総勢 10名の訪問団がやってきました！

学校以外では老人クラブや、
陶芸・パステルアートなどの
制作を通じて交流したよ！

米国には日本みたいな
給食はないんだって！
どう？ おいしかった？

天塩中学校では
体育祭の種目を再現して

交流したよ！

天塩高校では茶道部で茶道を体験！
抹茶のお味はいかが……？

一緒に参加！

6月 1日から 5日まで 4泊 5日の滞在後、
日本を満喫しに次の目的地へ出発。
行ってらっしゃい！ また遊びに来てね！

初めて叩く本物の和太鼓に興味津々！
ホーマーでは和太鼓を模して作った
手作りの太鼓で演奏しているんだって！



広
報
て
し
お
7
月
号
（
N
O
.816）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/

●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

企
画

商
工

課
広

報
情

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

♪
い
つ
も
﹁
広
報
て
し
お
﹂
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
広
報
担
当
の
菅

野
で
す
︒

♪
５
月
21
日
は
干
拓
牧
場
︑
22
日
は
高
台
牧

場
で
入
牧
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
入
牧
と
は
︑

酪
農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
若
い
牛

た
ち
を
町
営
牧
場
へ
放
牧
す
る
こ
と
で
す
︒

天
塩
町
で
は
毎
年
５
月
中
旬
に
行
わ
れ
て
お

り
︑
牛
た
ち
は
広
い
牧
草
地
へ
放
さ
れ
る
こ

と
で
適
度
な
運
動
を
し
て
丈
夫
な
身
体
に

育
っ
て
い
き
ま
す
︒
今
年
は
両
日
と
も
天
候

に
恵
ま
れ
︑
春
ら
し
い
陽
気
の
な
か
牛
た
ち

が
の
ん
び
り
と
草
を
食
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
︒
柵
の
外
で
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
る
と
︑

こ
ち
ら
に
顔
を
向
け
て
少
し
ず
つ
近
づ
い
て

き
ま
す
︒
牛
の
目
は
人
間
よ
り
も
視
野
が
広

く
︑
遠
く
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
︑

反
対
に
近
く
の
も
の
は
よ
く
見
え
な
い
の

で
︑
耳
や
鼻
を
使
っ
て
確
か
め
よ
う
と
し
て

い
る
そ
う
で
す
︒
左
の
写
真
で
は
危
う
く
鼻

先
が
レ
ン
ズ
に
当
た
る
と
こ
ろ
で
し
た
︒

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
︑
お
気
軽
に
企
画
商

工
課
広
報
情
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
︑
ご
了
承
願
い
ま
す
︒

（
新
栄
通
10
）

田

口

安

雄
　
さ
ん
（
95
歳
）

（
新
成
）

小

林

晴

男
　
さ
ん
（
99
歳
）

（
新
川
団
地
）

降

矢

友

子
　
さ
ん(

82
歳)

（
作
返
）

䑓

川

　

博
　
さ
ん(
82
歳)

（
更
岸
中
央
）

中

島

朱あ

や

め萌
　
さ
ん

貴
裕
さ
ん
・
侑
香
さ
ん
の
三
女

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，５５５ 人  （－ ５）

（令和 7 年 5 月 31 日現在）

㊚１，３１６ 人 （－ ３）
㊛１，２３９ 人 （－ ２）

--- 世帯数 ----------------
１，４２８世帯（＋ １）

7/31
・町道民税（2期）
・国民健康保険税（2期）
・固定資産税（2期）

◀友だち登録は
　こちらから！

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

︽
香
典
返
し
と
し
て
︾

干
拓　
　
　
　
　

湯

澤

敏

孝　

さ
ん

新
栄
通
10　
　
　

田

口

信

子　

さ
ん

新
成　
　
　
　
　

仁

木

誠

一　

さ
ん

倶
知
安
町　
　
　

降

矢
　

勉　

さ
ん

作
返　
　
　
　
　

䑓

川

和

子　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

山
手
通
10　
　
　

工

藤　

奈
々
子　

さ
ん

仁

木

降

矢

降

矢

降

矢
　

勉

信

子

誠

一

　

勉

䑓

川

和

子　

さ
ん

　

奈
々
子　

さ
ん

　

地
域
貢
献
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒
地
域
振

興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

︽
５
月
10
日
開
催　

民
安
ダ
ム
﹁
サ
ク
ラ
の
森

づ
く
り
﹂
植
樹
会
へ
の
協
力
︾

・
オ
ロ
ロ
ン
会

・
株
式
会
社
石
山
組

・
菊
地
建
設
株
式
会
社

・
株
式
会
社
瀬
越
組

・
株
式
会
社
堀
口
組

・
有
限
会
社
横
溝
重
機
産
業

地
域
貢
献
企
業
　
　

地
域
貢
献
企
業
　
　

　
　
　

　
　
　 

　
の
ご
紹
介

の
ご
紹
介

Google Play
（AndroidOS の方）

（iOS の方）
App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから︕

（アットインフォカナル）

防災情報配信システム

▲ 6 月 10 日に行われた感謝状贈呈式
（左から）㈱瀬越組、菊地建設㈱、オロロン会、㈱堀口組

※ 2 社欠席


